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１ 【新規上場申請のための有価証券報告書(Ⅰの部)の訂正報告書の提出理由】

2023年９月12日付をもって提出した新規上場申請のための有価証券報告書(Ⅰの部)の記載事項のうち、「第一部

企業情報 第２ 事業の状況 ２ 事業等のリスク」の記載内容の一部を訂正するため、新規上場申請のための有価

証券報告書(Ⅰの部)の訂正報告書を提出するものであります。

２ 【訂正事項】

第一部 【企業情報】……………………………………………………………………………………………………… １

第２ 【事業の状況】…………………………………………………………………………………………………… １

２ 【事業等のリスク】…………………………………………………………………………………………… １

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は 罫で示してあります。
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第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

２ 【事業等のリスク】

(訂正前)

㉓当社株式の流動性に関するリスク(影響度：小、発生可能性：小、発生可能性のある時期：中期)

当社は東京証券取引所グロース市場に上場を予定しており、上場に際しては、公募増資及び株式売出しによっ

て当社株式の流動性の確保に努めて参りますが、東京証券取引所の定める流通株式比率は上場時において、56.7%

の見込みでございます。

上場後も、研究開発費等の確保のための資金調達としての公募増資、ベンチャーキャピタル等の売出し、スト

ック・オプションの行使等による流通株式数の増加により、流動性の確保に努めて参りますが、上場時より流動

性が低下して市場における当社株式の売買が滞った場合、当社株式に関する市場の需給バランスが崩れることに

より、当社株式の市場価格が低下する可能性があります。

(訂正後)

㉓当社株式の流動性に関するリスク(影響度：小、発生可能性：小、発生可能性のある時期：中期)

当社は東京証券取引所グロース市場に上場を予定しており、上場に際しては、公募増資及び株式売出しによっ

て当社株式の流動性の確保に努めて参りますが、東京証券取引所の定める流通株式比率は上場時において、43.6%

の見込みでございます。

上場後も、研究開発費等の確保のための資金調達としての公募増資、ベンチャーキャピタル等の売出し、スト

ック・オプションの行使等による流通株式数の増加により、流動性の確保に努めて参りますが、上場時より流動

性が低下して市場における当社株式の売買が滞った場合、当社株式に関する市場の需給バランスが崩れることに

より、当社株式の市場価格が低下する可能性があります。
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